


講師紹介

略歴

堀田 修（ほった おさむ） 医師

1957年愛知県生まれ

専門領域は腎臓内科学

医学博士

日本腎臓学会評議員

研究領域は腎臓病の診断学と治療学，免疫病

これまで欧米医学雑誌に多数の論文を発表．中でも2001年，2002年の
AM J Kidney Diseaseに発表したIgA腎症の根治治療は世界に衝撃を与えた．
これまでに1000例を越すIgA腎症の根治治療の実績を持つ．

現職は仙台社会保険病院腎センター長

1983年 防衛医科大卒業

同年 防衛医大附属病院第２内科

1989年～ 仙台社会保険病院腎センター

1999年～ 腎センター部長

2006年4月～ 腎センター長

IgA腎症に対する扁摘+ステロイドパルスによる根治療法

(AJKD 2001:38:736, AJKD 2002:39:437, Nephron 2003:93:137, Semn

Nephrol 2004:24:244）

急速進行性腎炎の治療

(Lancet 1998:352:203, Nephron 2002:91:601, JASN 2003:14:440)

リポ蛋白腎症の治療

(AJKD 2003:41:244)

LCDDの治療

(Nephron 2002:91:504)

主な研究領域

1. 腎臓病治療学

尿中のマクロファージをはじめとする単核球、尿中脂質を分析し、腎症の活動性、
進行性等の病態を解析

(Kidney Int 1998:53:1190, Kidney Int 1999:55:1927, Clin Chim Acta 2000:55:1927, 

Kidney Int 2004:66:2374)

2. 腎臓病診断学


